
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額 0 0

（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

清流の国ぎふ芸術祭開催事業費補助金（アート体験）

千円)

環境生活部県民文化局文化創造課　文化創造係

20,251１ 事 業 費

県　債

（各課様式１）

使用料 財　産区  分

手数料

予 算 要 求 資 料

令和６年度当初予算 支出科目 款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費

 ＜財源内訳＞

事 業 名

電話番号：058-272-1111(内3120)

E-mail：c11146@pref.gifu.lg.jp

(前年度予算額： 17,933

0

0

20,251

20,251

事業費
寄附金

0

一　般
財　源

17,933

財 源 内 訳

収　入
その他

0 0 0 017,933

（２）事業内容

0 0 0 0

２ 要 求 内 容

20,251

　無

　日本を代表する作家・アーティストが参加・体験型のプログラムの講師を務め、一人で
も多くの県民が、「アート」や「美術」を身近に感じ、親しみ、楽しむことができるプロ
グラムを提供する。また、参加者と講師、参加者同士をつなぎ、創造的な時間が共有され
る場となるような活動を実施する。

　岐阜県の文化振興の主要プロジェクトである「清流の国ぎふ芸術祭」の柱の一つとして
実施するものであり、国文祭や総文祭の機運を高める意味でも、全額県負担が望ましい。

　ぎふ美術展、Art Award IN THE CUBE、アート体験プログラムが三位一体となって取り組
んできたことで、幅広い世代において創作活動へのきっかけづくりとなり、質の高い作品
づくりに寄与してきた。
　アート体験プログラムは、参加者が主体的に活動に参加し、参加者同士が一緒に鑑賞し
たり、協働して作品づくりをしたりすることで、自分一人だけでは得られない刺激を受け
ることができる。さらに多様なプログラムを複合的・有機的に組み合わせることにより、
一層参加者の五感を刺激する体験を提供することが期待できる。

（１）要求の趣旨（現状と課題）

0 0 0020,251



（１）事業主体及びその妥当性

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

20,251

（公財）県教育文化財団補助

事業内容

合計

3,886

事業内容の詳細

県主催プログラム委託料

　県主催及び、本補助金を受けて、（公財）岐阜県教育文化財団が事業を実施する。
（公財）岐阜県教育文化財団は、人材の養成と県民文化・地域文化の創造・発展ならびに芸術文
化・伝統文化・生活文化等の保存・継承を目的として活動している財団であり、事業主体として妥
当である。

16,365

委託料

３ 事業費の積算 内訳

補助金

金額



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R4年度
(H29) 実績
0% 85%

○指標を設定することができない場合の理由

　「アート体験プログラム－アートラボぎふ－」として、美術に対する関心を高めるた
め、また、知識や技術を向上させる実技講座等を開催している。県内各地で、日本画や
写真などの実技講座、美術史にまつわる講義などを行い、県民の方々の美術に関する関
心や、見識を深められている。
　「様々な技能に驚き、刺激になった」「今後絵を見る視点につながった」など意見を
いただいている。

①
講座等参加率

100% 100%

（これまでの取組内容と成果）

令
和
３
年
度

　「清流の国ぎふ芸術祭」の一つの柱として始まった本事業ではあるが、認知度が年々
高まり、前年に参加した方から多数の問い合わせがあったり、中には「ぎふ美術展」に
出品する参加者がいたりするなどの効果が見られた。また、日本を代表する作家から直
接指導やアドバイスを受けることができ、次の創作活動への意欲を高めたり、自らの可
能性を育んだりする場として定着しつつある。

指標① 目標：100％ 実績： 71%  達成率：71%

令
和
４
年
度

 ５回目の開催となった令和４年度もコロナ禍での開催となったが、感染症対策を万全に
して開催した。社会全体が落ち着き始めた頃、県内五圏域のみならず隣県（愛知）にも
事業及び開催プログラムの広報を積極的に行った結果、多くの参加者を集めることがで
きた。

指標① 目標：100％ 実績：85%     達成率：85%

令
和
２
年
度

100% 85%

指標名
R5年度 R6年度 終期目標
目標 目標 (R6) 達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　２０２４年に開催される「第４８回全国高等学校総合文化祭」、「清流の国ぎふ文化祭２０
２４」の機運を高めるためにも、文化芸術活動へ主体的に参加できる県民を増やし、人と人、
人と作品をつなげ、創造的な時間が生まれる場としての「アート体験プログラム－アートラボ
ぎふ－」の認知度を高めていく。



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

 令和５年度で６年目を迎えた本事業ではあるが、認知度が年を重ねるたびに高まり、多くの
問い合わせがあったり、「ぎふ美術展」に出品する参加者がいたりするなど一定の効果は見ら
れる。その反面、プログラム内容がやや恒常化しつつあること、新規の参加者を獲得するため
に広報やＰＲ方法に課題を残している。

(評価) 　新型コロナウイルス感染拡大の影響はあったものの、例年定員を超過する人気講
座もあり、事業そのものが定着しつつあるため、事業の必要性は高い。

３

(評価) 　老若男女問わず、幅広い世代での参加が見られる。参加者の中からは、「ぎふ美
術展」入賞者が出るなど、相乗的な効果が見られる。

３

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
 幅広い世代にアートを身近に感じてもらえるよう、プログラム内容を精選しながら、誰もが
気軽に参加できるような事業にしていく。

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　県内五圏域での開催ということで、県内の関係諸機関への広報活動に力を入れ、
さらに多くの人に対し、魅力的な事業であることをＰＲしていく。

１

２ 事業の評価と課題


